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１. はじめに
現在、高等学校における組織的な授業研究の開発が求め

られている。例えば、吉崎（2012）は高校の授業を対象
とする授業研究を活発化させることの必要性に言及してい
る。その背景として、求められる学力の変容がある。

現在においては、知識・技術の定着のみならず、思考力・
判断力・表現力や学びに向かう力が求められるようになっ
ている。得た知識をどのように活用するかを自ら考えて、
その考えを発信する表現力を育成し、より向上しようとす
る意欲が重要になっており、各教科の学習内容のみならず、
学び方や学習に対する姿勢を丁寧に指導する必要がある。
上記を実現するには、教員の授業力の向上が不可欠である。
そのためには、授業研究を進めていくことが効果的であり、
露口（2016）は、「確かな学力の向上のためには、教師の
授業力の向上が必要不可欠である。授業力の底上げを図る
ために、近年では、教師間の相互交流活動による組織的・
集合的な改善が必要である。」と述べている。

一方で、高等学校における授業研究は、教科の枠組みで
行われる事が多く、それらを越えて学び方や学習のあり方
が対象になることは必ずしも多くなかった。そこで、本研
究では、高等学校の教員を対象とした、教科の枠を越えた
事前検討重視型授業研究を開発し、実践を行った。
２．実践内容

開発した授業研究の具体的な流れは、図１の通りである。
校内における既存の体制の中で実施するのではなく、若手
教員11名（英語科3名、数学科3名、国語科1名、理科
2名、地歴・公民科2名で、5教科で各教科最低1人が所
属するようにした）で構成された新たな授業研究会を設置
した。それにより、日程や時間の調整が難しいものの、授
業研究に専念して話し合いができる。実施の際は、放課後
における生徒指導や部活指導、職員会議など普段の業務と
のバランスを考え、開催回数をできるだけ少なくし、１回
の開催時間も30分程度と短く設定することを意識した。

本稿では、これまでの実践の途中経過を報告する。初め
に、課題把握・分析のため、授業に対する意見交換を実施
した。授業に対する悩みの中で、グループワークが挙がっ
た。それにより、話し合いの焦点を絞り込むため、こちら

で生徒の理想像と授業形
態を焦点化し、「生徒が主
体的・協働的に学ぶため
に、効果的なグループワー
クを実施するにはどうし
たらよいか」という内容
を研究会のテーマに設定
した。

焦点化した内容をメン
バーと共有するために、

「主体性」についての話し
合いを行った。グループワークにおいて生徒が主体的に取
り組む状況はどのようなものなのか、また、それを引き出
す手立ては何なのか。それらを考えながら話し合うことで、
今後の事前検討の材料とし、教科の学習内容を超えた授業
づくりに活用していく。

３．評価方法
研究会メンバーの教員による事前アンケートや研究会

毎のリフレクションシート等を利用し、教員の変容を質問
紙形式で評価する。また、生徒の変容として、研究授業実
践後のインタビューや簡単な授業に関するアンケート調査
を実施する。期待される成果として、教員同士の教科を超
えた組織的な学び合いの実現と、その取組による副次的効
果として、生徒の受け身がちからの脱却である。
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